














インド・アーリア ドラヴィダ ムンダ チベット・ビルマ
インド（1991/1981） 75.5 22.4 1.0 1.0
パキスタン（1998） 76.4 — — —
バングラデシュ（1974） 99.1 — — —
ネパール（2001） 79.1 0.1 0.3 18.6
ブータン（Van Driem 1991 に基づ
く推定） 25.9 — — 74.1
スリランカ（2001/1981 に基づく
推定） 75.2 24.1 — —












ープである。IA 諸語の母語話者の総数は、南アジアの人口の 4 分の 3 以上を占める。
言語分布













語を除く）にサンスクリット語を加えた 14 言語が、憲法の第 8 付則により使用促進が望まれ






















  OIA（BC 1,500 - 600）
  MIA（BC 600 - AD 1,000）
  NIA（AD 1,000 -）




































































































　インドの 1991 年の人口統計では、ムンダ諸語の母語話者数は、総人口の 1% ほどである。ム
ンダ諸語のなかで、最大の話者人口を誇るのはサンタル語で、同じ統計によると、521 万人
である。バングラデシュやネパールの人口統計にはムンダ諸語の分布がはっきりとしないが、
Ethnologue によると、サンタル語話者はバングラデシュに 14 万人、ネパールに 4 万人の人口が
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